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1．教育と倫理
　「教育の倫理」でもなく、「倫理の教育」でもなく、このように名づけたの
は、本論考が、その両方を含んでしまうからである。
　筆者は、2008度年から大学の授業として倫理学を担当しているが、大切な
問題ではあるが、とても教えづらいという経験をすることがある。生命倫理
を扱う時には、当然のことながら、動植物の生命や身体などの尊重という問
題にも触れる。例えば、捕獲された野犬がどういう運命をたどるのかという
ことを説明する時があるが、問題の本質をできるだけはっきりと意識して貰
うためには、そのプロセスを可能な限り生き生きと説明して聞かせなければ
ならない。家庭内での暴力や虐待なども、深刻な事例を取り上げた方が、考
えは深まるかもしれない。
　受講生の中には、そのあたりの事情を詳しく知らない学生もいるに違いな
いし、また、知りたくないと思う学生もいても不思議ではない。担当者にとっ
ては、題材として選ぶかどうか、また、手加減の仕方をどうするかなど、正
直なところ、困らされる問題である。表面的なところ、きれいごとなどでお
茶を濁そうとすれば、やればできるところである。
　しかし、ぜひとも本当のところを考えてもらいたいと、勇気を振り絞って
授業で取り上げてみると、「最初に考えていたよりも、よほど重い問題だとわ
かったが、知ることができて良かった」などのような、重くてしんどかった
けれども良かったとするような感想がほとんどであるように、毎学期、感じ
た。聴講者に無理をさせないという選択の方がある意味で楽であるが、伸び
ようとする芽を摘んでしまっている意味もある。
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　「やろうと努めること」は倫理の次元で機能しているが、それは行為を失敗
の危機にさらすことであり、この場合、教員の義務は、そこまでである。必
ず成功せよと命令することは人間の能力を超えている
⑴
。多くの学生が前向
きに受け止めている姿を見せたとしても、失敗は隠れているかもしれない。
　また、「倫理」という人格に関わる授業でありながら、その人格性の完全無
欠な姿を示すことなど、不可能であると考えなければならない。この授業そ
のものが、このような否定性の中に置かれている
⑵
。
　教育する側の努力は、どこまで求められるのか、何が可能なのかを「倫理
の教育」を通して繰り返し考えさせられた。それらの問題を「教育の倫理」
として素描してみたいというのが、そして先輩方のご叱声もお教えも頂く機
会にしたいというのが、本論考の出発点である。
　広田照幸は、教育社会学者苅谷剛彦の主張として、教育を巡る議論は、あ
るべき教育の理想を崇高で抽象的なものとして想定して現状を批判し、現実
的な問題を解決していく上での構造的な把握を欠いたままで語るという特徴
があるということを取り上げて、このような議論を厳しく批判する。教育は
「単純素朴な思い入れや思い込みで、誰もがいくらでも語れる」もので、それ
らは「混乱といかがわしさに満ちている」と。
　そして、教育にできることには限界があるとして、「できること」と「でき
ないこと」、「してよいこと」と「すべきでないこと」、「現実の社会のリアル
な認識と、これからの社会をどう選ぶかの選択肢」によって線引きがなされ
るべきであると主張する
⑶
。
　「できること」と「できないこと」を視野に入れ、そして「してよいこと」
だけでなく、「することが望ましてこと」をも探究したいというのが、本論考
を進めていく根底にある願いである。
2．窓の外
　大変恥ずかしい失敗談であるが、短期大学に勤務していた頃、海外研修の
引率をして、このような体験をした。ボローニャの街並みが近づいた頃、ガ
イドがボローニャ大学について説明を始めた。マイクロバスは街の中を巡り
ながら、様々な学部棟を一つひとつ車窓から見せてくれていた。やがて一廻
りし、ガイドの解説も終了し、バスが大学からかなり離れた頃、後ろの席か
ら声がかかった。「ボローニャ大学はまだですか。」かわいそうに、後ろの席
のひとかたまりに、バスを降りて見学し、大学生とも会えるものと勝手に解
釈して思い込んでいた一団がいた。解説も聞かず、窓外も見ず、化粧に夢中
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になっていたのである。イタリアのハンサムな学生に会えると思い込んで。
　ここまで極端ではないにしても、似た事例と感想をある書物に見つけるこ
とができた。講談社編『学生時代に何を学ぶべきか』（1988年）から、引用
する。
　　 　よく学生たちといっしょに旅をした。そのときいつもさびしく思った
のは、最近の若い人たちは窓の外に心をひかれないということである。
目的地のみが辛うじて意識されていて、そこに至る過程、ゆくりなくも
窓外に展開されている風景に、あるいは人間の暮らしの状況に、ほとん
ど注意をむけない。
　　　　……（中略）……
　　 　人生にも窓外がある。その窓外に目をやり、その見ている目も、どろり
とした死んでいる目ではなく、生き生きとかがやく目。若いということ
は、単に生物歴の多少ということではない、ぼんやりしていては見えな
いものが見えるという心の活力の有無こそが若さと関係するのである。
　　　　……（中略）……
　　 　そう人間変りがあるわけがない。だが、何を見、何を思って生きてゆ
くかで、学生生活あるいは以後の人生の質は大幅に変わってゆく。いわ
ば育つ好奇心、動く心、発見する目を持つかどうか。それは、自分で自
分を育ててゆく自立した人生の創造である
⑷
。
　旅の窓に譬えを借りて、実は教育論である。学生にとって旅人は楽しいも
のであるはずだが、その楽しみ方はというと、目的地、そして目的地と、途
中がないというのである。それと同様に、自ら問いを立て、探索し、発見す
るプロセスが学生生活にも必要であるという指摘である。
　倫理学の授業では、必ず早い時期に、「主張があれば反論がある。証拠が
あれば反証がある。」と教える。そして、問いを立てること、探索すること、
自分で考えることを教える。そして、議論もさせる。議論の中には価値観の
対立が反映される。実際の現場を語る応用倫理の分野では、利害の対立さえ
も反映される。しかも、緊急の困難な問題であればあるほどほど、答えを出
すようにと迫られるのである。
　しかし、それを教えることは容易ではない。答えが必ずしも一つではない
ということは、今日の学生の容易にのみ込めない事であるようである。グ
ループで議論をさせても、そしてそのために調べてよく考えて、準備をして
くるようにと何度も話しておいても、そうはならない。まだ、わずかな学期
数の経験であるが、学生のすることはどの学期も変わらない。
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　探索する、調べるというのは、今日の学生にとってはインターネットのど
れかのページを検索してプリントしてくることである。自ら考える代わり
に、書かれていることをほぼ鵜呑みにしてくる。議論は総じて得意ではなく、
厳しく言えば「調べて」きたことを報告し合っているだけのように見えてな
らない。
　なぜ、このようになってしまっているのか。一言で言えば、高校までの学
習で身についた悪い習慣が、断ち切れないままでいるのである。大学進学の
ための受験勉強は、ある程度広いとはいえ、だいたい限られた範囲を繰り返
し練習すればよく、それらに疑問を挟む必要も余地もないと一般には考えら
れているようである。疑問を持っている暇があったら、詰め込めばよいのが
受験勉強である。学生が自ら情報に加工を施す余地も、また極めて限られて
いる。そして、何よりも、生の現場、生の情報が、学生たちの周辺には極め
て少ない。この点については、後に改めて述べる。
　次のような文章がある。筆者は、大学の講義や本に書いてあることは、参
考資料にすぎないと教えられ、それらを丸写しにするのではなく、叩き台に
して自分の考えを作り上げるのが大学での勉強であると教えられ、七転八倒
した経験を語る。そして、どんな情報に対しても自分の考えを持つようにす
れば、自分の限界も個性もわかってくると語り、大学は、自己を自己として
創ってくれた場だったのだと振り返る。そして、ドイツの学生たちについて、
次のように言う。これも、先に紹介した『学生時代に何を学ぶべきか』から
の引用である。
　　 　ところが、最近、西ドイツの大学で、あるゼミナールを担当して、西
ドイツの大学生達に接してみると、彼らには、そんな苦悩や脱皮のかげ
もみあたらない。私が大学卒業の時に、やっと苦労して手に入れたもの
は、彼らは大学に入学する前に、すでに手中にしていることがわかる。
　　 　ゼミナールの第一時間目に、まず学生達は、自分達がなぜこのゼミを
選んだか、自分の人生の関心と学習のテーマとが、どこで結びついてい
るか、いま自分の持っている疑問や、そこに辿りつくまでの過去などを
紹介する。しらけムードの日本の学生と違って、男女平等とか、愛情の
ありかた、非婚観、政治、経済、反核、環境問題、第三世界のことなど、
自分のまわりの世界に、なまなましい関心と反応を持っていることが自
己紹介によってわかる。質問ありませんか、と言っても自分の考えがな
いから、質問もない、という日本の学生とちがって、講義の最中にも話
を途中で遮って次から次に質問の雨である。事実の説明よりも「それに
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対するあなたの考えは？」と教師の考えを聞きたがる
⑸
。
　もちろん、日本の大学において、大学生としての学び方を習得したとする
主張も存在する。
　ある大学教授のこれまでを紹介した風変わりな著作がある。優秀で教育熱
心なその人物が、高校時代には不登校の状態で過ごしていたことを知った研
究仲間が、本人の許可を得て、多くの若者たちに対する「応援歌」として上
梓したものである。その中に、次のようなくだりがある。
　　　小林は大学に入って勉強そのものの楽しさを知ったのである。
　　 　勉強は本来楽しいものである。勉強する前には分らなかったことが、
勉強したあとでは分るようになっているのだから、楽しいではないか。
　　　　……（中略）……
　　　勉強も同じことだ。学べば学ぶほど、世の中がおもしろく見えてくる。
　　 　それに、さまざまな世界、さまざまな人生を、勉強を通じて知る楽し
さもある。
　　 　小林は、生まれて初めてサンフランシスコを訪れたとき、「あー、な
つかしい」と、デジャヴュ（既視感）にも似た感覚を味わったことがあ
る。英語の授業でアメリカの雑誌などを熟読するなかで、サンフランシ
スコの街並みを疑似体験していたからだ。
　　 　だから、懸命に勉強することは、人生経験を豊富にすることと同じく
らい、その人にとってプラスになるはずだ
⑹
。
　学ぶだけでなく、学び方を知るということ、自分自身が学びというものの
新たな地平に向かって闢かれていく実感というものは、学ぶものを生き生
きとさせるものである。学ぶ本当の喜びを、そこに発見できるようなもので
ある。
　大学で挫折し、卒業の後にそれを発見したという、次のような証言もある。
少し長いが、ある種の実感に満ちていると感じられるので、そのまま引用し
たい。
　　 　実は、ぼく自身は、中学、高校、大学と、数学の問題には何の魅力も
感じませんでした。……（中略）……ぼくにとっての数学の魅力は、「数
学の美しい定理を鑑賞すること」でした。整数や図形の不思議な性質を
知り、その証明を理解することでした。学校数学は、パズル解きと同じ
く、誰かが事前に答えを用意している単なる人工的なもので、ぼくの焦
がれている数学とは縁遠いものに思え、ほとんど熱意を感じることがで
きなかったのです。
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　　 　このような性格は、大学で数学科に進学したときに、ぼくに不幸を
もたらすことになりました。さすがに専門の数学では、問題を解く練
習を積み重ねないと、実力がつかないどころか基礎概念の理解もまま
ならなくなってしまいました。いつしか数学書の記述が、あたかも象
形文字のように見えるようになり、ため息ばかりつく日々になりまし
た。……（中略）……
　ところが、塾で数画の講師として教えるようになり、何人もの大学院生と
接する内に、何かが変化していったという。
　　 　このプロセスで、ぼくの数学観や数理科学観が大きく変容しました。
院生たちは、各専門分野で最先端を行くひとたちだったので、彼らと議
論しながら、専門の知見を使って作問する過程で、ぼくはさまざまなこ
とを学びました。数学や物理学や化学や生物学などの「理解の仕方」を、
院生たちから伝授されたのです
⑺
。
　　 　数学科で勉強する現代数学は、あまりに抽象的だった。何のためにそ
んな辛く険しい無味乾燥な習練を積まねばならないのかと、疑問を感じ
始めた。それと同時に、数学の問題が解けなくなっていった。なぜ、解
けないのかも、何がわからないのかも、わかるとはどういうことなのか
も、わからなくなった。生まれて初めての経験だった。……（中略）……
　　 　経済学での数学を経由することにより、純粋数学への興味も復活しつ
つある。やっと、現代の抽象数学の「わかりかたのツボ」がわかった気
がしてきた。うまく表現できないが、「自分固有の意味づけ」が手に入っ
たみたいなのだ
⑻
。
　この書の137～143ページには、ある問題をめぐっての友人とのやりとりが
紹介されている。友人の言葉に、エレガントなアイデアを感じ取った著者が、
あっという驚きとともに知的に闢かれるのを感じ、新鮮な感動さえ味わって
いるであろうことが、ありありと伝わってくる箇所である。実は、読者もま
た、同様の興奮と感動を味わうことができるであろう。このような知的感動
をいかにして体験させるかということが、教育の要諦であるはずである。
3．「成長感」
　国語を専門とする教育者、大村はまの次のような指摘がある。
　　 　「いきいきとした教室」というのは、ひとりひとりが、それぞれに、確
実な成長感というのでしょうか、それが持てる教室のことなのです。も
ちろん、子どもはそんな表現でとらえてはいませんが、自分が伸びてい
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ると感じることは、ほんとうに人をいきいきとさせます。心の底から溢
れ出てくるものがあります
⑼
。
　「確実な成長感」を持つことができるということは、たやすいことではな
い。教師の仕事は「あり合わせ」でも済んでしまうと、そしてそれで「いい
雰囲気」は作れるのだともいう。それがこわい、安易に流れず、人を育てる
本当の仕事をとたいと大村は言うのだが、それらは、高等女学校、新制中学
の教壇に立った経験を土台として語られている。そこに、クラスという固定
された単位があれば、「クラス作り」も比較的可能かもしれない。
　ところで、筆者は、大学教育を念頭に考察をしたいと考えている。大学の、
それも特に教養教育科目ともなれば、「クラス」はあってなきがごとくであ
る。その授業科目の時にだけ、履修者はばらばらの環境から集まってくる。
その前後の時間に、どのような教育指導を受けているかということは、授業
担当者にはよくわからず、その授業単位（通称「コマ」）だけが、そこに切り
取られているのである。授業は通常週に1度、半期であれば、最大で15回しか
持ち時間がない。それで可能かどうかということである。
　大村は言う。
　　 　教師の仕事の成果、ほんとうに、人を育てたものは、なかなか見えに
くいものです。自分で見ることのできることは、ほとんどないでしょう
し、本人の気がつくことは、いっそうないでしょう。ほんものであれば
あるほど、ほんとうにその人のものになっていて、気づかれないでしょ
う。教師の仕事はそういうものでしょう
⑽
。
　その通りであろう。できたかどうか、それさえ「見えにくい」ものである。
優しさを「免罪符」として生きていたくなっても、大学教員にとって、それ
は不思議でも何でもないようにさえ思える。
　ここに、大学ではないが、ひとつの実例がある
⑾
。
　「公立高校の奇跡」「堀川の奇跡」と言われた京都市立堀川高校である。荒
瀬克己は堀川高校で教壇に立った。「公立高校は4年制」「浪人するのは当たり
前」と言われたその現場で悩んだ。受験がすべてではないはずだと思いなが
らも、危機感はあったという。教育委員会に異動になった時、教育改革が始
まった。そこで準備をし、堀川高校の教頭となった時、「生徒の知りたいとい
う探究心に応える専門学科」を作るために、「探究科」を設置した。そんなこ
とでは変わらないという反対もあったが、「堀川の奇跡」と言わせて見せると
言い、負担のふえる教員たちには夢を語り続けたという。通常のカリキュラ
ム以外に「探究基礎」科目があり、ゼミがある。
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　受験のための特別な授業はない。大学進学と人間形成は分けられない。本
来それは一体のものであるという信念があった。新制堀川の第1期生は、次々
と大学に現役合格をし始めた。2001年には6人であった国公立大学現役合格
者が、2001年には132人になった。うち、京都大学だけで35人であり、これは
生徒の7人に1人に当たるという。
　自らゼミのテーマを決め、大学のように独自の研究をする授業が「探究基
礎」である。インタビューに応えた生徒の一人は、「スズメバチとドロバチの
生態を比較して、社会変化の原動力を探る」のがテーマであると語った。生
徒たちのテーマを並べた一覧表には、「セルオートマトンを利用した渋滞発
生のメカニズムの解明」や「自作太陽光集熱装置を用いた海水淡水化装置の
発明」などのような本格的で手間も暇もかかりそうなものも並ぶ。「3秒ルー
ルの信憑性」のような微笑ましいものもある。高校内のスタッフでは手が回
らないものは、専門家に相談し、時には連れてくることもある。ある時、荒
瀬は生徒から声をかけられた。「先生、しんどいけど、勉強っておもろい。」
　大学進学率が低下して、受験生が離れて行っているとしたら、通常の解決
策は、進学率を上げることであり、受験対策の特別授業なり、その他の指導
方法であろう。見てわかりやすい、結果だけを追う方法ならば、そうなる。
しかし、堀川高校の生徒の受験模擬試験の偏差値は、必ずしも高くないとい
う。しかし、最後には入ってしまうのは、「これをやりたいから入りたい」と
いう学問への憧れ、やりたい目標を高校で持つからであると、荒瀬は考えて
いる。学ぶことの楽しさを経験させようというのは、教育の本道である。「無
理をさせてはかわいそう、高いハードルを設定してはかわいそう」という一
見優しさに満ちているかのような言葉が必ずしも当っていないことを、この
事例は示している。生徒たちは、「成長」を感じているはずである。
　「成長感」は大学でも大切である。しかし、大学では、すでに考察したよう
に教育の現場はいろいろな意味で寸断されている。
4．何が必要か
　現代人は、手軽に入手できる情報と娯楽の洪水の中にいる。苦労して自ら
進み出さなくても、それらは受け身で待っていても手に入る。自分たちはそ
れさえしていれば良いのだと信じてしまっている学生も、少なくないに違い
ない。広田は、次のように指摘する。
　　 　情報空間の分断化に寄与しているのが、青少年向けの商品市場の急速
な拡大である。1970年代以降、「豊かな社会」の到来を背景にして、音
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楽、ファッション、小物など、多様なジャンルで、10代の年齢層に流行
する消費市場が発展してきた（宮台真司他『サブカルチャー神話解体』
Parco出版、1993年、等）。それは「サブカルチャー」として、青少年に特
有な嗜好や価値の基準を作り、消費を介した相互了解的なコミュニケー
ション空間を生みだした。……（中略）……前項で述べた「生徒」とい
う「仮のアイデンティティ」に飽き足らない青少年たちは、こうしたサ
ブカルチャーの世界に「本当の自分」を探したり、サブカルチャーを介
した人間関係に居場所を見出すことになる（「日曜日に原宿にいる私が本
当の私」とか「浜崎あゆみの歌の話で友だちと盛り上がる」とか）
⑿
。
　若者の生活自体が、「分断化」を味わっている。ある程度しっかりしたもの
を生み出していくためには、それなりの一貫性が必要であるが、消費は必ず
しもそうではない。消費でいっぱいの生活の中で、アイデンティティさえ見
失っている様子が、ここには描かれている。
　現代の教員、特に大学教員は、決断を迫られている。これらの状況を受け
入れて、授業や指導も細切れにしていくのか、それとも、学生とともに何ら
かの形での再構築を図るのか。再構築を望むとするなら、主役は学生である。
学生が主体性を持って何かを生み出そうとするのでなければ、事態はこれま
で通りだからである。「できた」「成長した」という達成感・成長感を味わわせ
るためには、成長の場を与えるしかない。学者がその専門領域を教授するこ
とは、当たり前でしかない。専門的内容を取り揃えるだけでなく、カリキュ
ラムが、授業科目が、そのコマの一つひとつが、成長の場を与えるという明
確な意図のもとに設計されているかどうか、それらが本当に効果を発揮して
いるかどうかということが、大切である。
5．夢を語る
　本当に効果を発揮しているか、それを測定、評価することは容易ではない
し、どのようなプログラムを設計すれば効果が期待できるかということも、
容易には語れない。厳しい、そしてある意味で悲観的な言い方をするならば、
それらはすべて教授陣の意欲と工夫、個性にかかっているとしか言えないか
もしれない。
　しかし、ヒントはあると筆者は考えている。これもまた、大学以外の事例
ではあるが。北海道旭川市の旭山動物園である
⒀
。
　旭山動物園は、長年、入場者数は伸びず、資金不足から、飼育している動
物が引退しても、購入して補充することができず、閉園も時間の問題だと思
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われていた。市議会にも、閉園の問題は持ち出されていた。
　しかし、関係者たちは、この動物園を復活させたい、多くの来場者を集め
ることのできる場所にしたいと願っていた。どうすれば甦るか、話し合い、
将来の理想の姿を、何枚もの絵に描いた。
　発想の起点は、飼育員たちがいつも見ている動物の本来の姿を、生き生き
としたありのままの姿を来場者たちに知ってもらいたいということであっ
た。その結果は一般にもよく知られていることであるが、アザラシが透明の
円筒の水中を泳ぎ回る姿を間近に見ることができる動物園である。メーカー
に特別に発注した建材を用い、全く独創的な水槽を作った。最初の夢がもた
らしたアイデアである。ホッキョクグマはほとんど同じ目の高さを泳ぎ回
り、時には水槽のガラス壁にとびかかり、ペンギンは水槽の中を翔ぶように
遊泳し、あるいは園内を散歩する。オランウータンは高く設置された器具を
伝わって頭上を散歩し、やや高い位置で眠るライオンの足の肉球を見ること
ができるようになった。できる限り野生に近い生活をさせようと、飼育員た
ちは知恵を絞り、動物たちのその姿は、観客の目を引きつけた。反響は大き
く、入場者数では上野動物園を上回るまでになった。飼育員たちは、園内各
所で動物たちについて語り始めた。
　昼間は眠り、あるいは体を休めて動かない動物たちの姿は、譬えて言えば
「死んだ光景」である。旭山動物園は、生きた光景を見せることに成功したの
である。園長との対談の中で、立松和平は、「ペンギンを生きているペンギン
は魅力的ですよ。」と言う。
　消費に夢中になって生産をあまりしなくなり、生活空間も生の営みも分断
化されている現代の若者にとって、学校の授業もまた、消費行動の一つであ
る。「死んだ」情報を与えられたら、それを加工することはしない。言葉はた
だの言葉になり、数字はただの数字になり、図表はただの図表になり、すべ
て死んだものになる。
　学問の喜びの部分を取り出して見せるためには、授業を通して、生きた現
実にどれだけ触れさせるかということが鍵になる。研究者など、多くの人々
が受けた新鮮な驚きや感動、喜びの部分までを、自らのそれらをも含めて伝
えることが肝心になる。直接それを口にしなくても、授業が新鮮さの連続に
なるような工夫をするためにはどうすればよいか。
　堀川高校の荒瀬校長は、特に偏差値が高いというのでもない普通の生徒
が、受験のための特別な授業もなく、それでも最終的には合格していくのは
なぜかというと、「これをやりたいから、入りたい」と生徒が思うからである
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という。生徒たちがそのように変わっていく原動力は、「探究」を通して得た
夢だと考えている。
　加藤尚武は、「専門家になっても専門分野の発想法から抜け出す可能性が
ある。これは独創の培養器である。」と言って、「自分の将来の専門とは違う
学科をどれだけ真剣に身につけておくことができるか。」とその重要性を強調
している
⒁
。
　堀川高校で「探究」をした生徒たちの中には、そのまま関連する大学の学
科に進学した生徒も多いであろうが、少なくとも、高校在学の時点では、そ
れらは未知の異境であったはずである。その未知の異境が生徒たちに「夢」
を与えたのである。
　脳科学者の茂木健一郎は、「人生において一番難しいのは、実は意欲を持つ
ことである。」という
⒂
。これは、教員も学生も、日々実感しているところで
ある。
　教師たちは学生と一緒に、分断化された、見慣れた、「死んだ世界」を脱出
し、「探究」の夢を見、夢を語れなければならない。そして、しっかりと「探
究」をさせられるように支援することが、授業の活性化の大切な鍵に違いな
い。話を出発点に戻すならば、筆者は、倫理の授業をも、学生たちが当たり
前のもののように見てきた「世間」や「人間」を、異境のもののように新し
い光で照射し続けなければならないと考える。
　C. R. ロージァズは、大学院教育においても、学生が自由に開放され、学生
と教授がともに、「刺激的な環境によってくつろいだ気持ちで“ハッスル”」
できるようになってはいないと警告し、知識とは、いろいろな事実を「いじ
くりまわした結果」であることを意識せよと求めている
⒃
。我々もまた、そ
う意識しなければならないであろう。小川芳男は、E. フロムの人間観を引用
して、人間の存在様式を、「持つ様式」と「ある様式」とに区別し、「持つ様
式」での学習は、学んだことを固守するだけであるのに対し、「ある様式」で
の学習は、新しい疑問や新しい観念、新しい展望を生み出す生きた過程であ
るとして、そこに本当の成長があるとしている
⒄
。このような様式、過程を
守り育てることが、教育者の責務であろう。
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